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木
下

健
次

去
る
３
月
に
ピ
ー
ス
・
ボ
ー
ト

で
ハ
バ
ナ
を
訪
れ
、
前
キ
ュ
ー
バ
首
相
カ

ス
ト
ロ
氏
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
御
年

歳
、
足
は
少
し
弱
っ
て
い
る
様
子
だ
が

85お
元
気
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
世
界
被
爆
者
会
議
）
に

於
い
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
熱
っ
ぽ
く
講

演
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ハ
バ
ナ
の
会
議
場
で
、

千
人
程
の
参
加
者
が
あ
り
、
広
島
・
長
崎

・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
タ
ヒ
チ
（
フ
ラ
ン

ス
の
核
実
験
に
よ
る
）
・
福
島
の
ヒ
バ
ク

シ
ャ
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
日
本
か

ら
、
被
爆
者

名
は
じ
め
多
く
の
参
加
者
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が
あ
っ
た
。
被
爆
者
代
表
が
証
言
し
、
福

島
大
学
の
先
生
の
報
告
も
あ
っ
た
。

カ
ス
ト
ロ
氏
は
中
南
米
非
核
地
帯
化
に

力
を
注
ぎ
、
ま
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
に
対
す
る
国
際
支
援
を
続
け
る
な

ど
、
核
問
題
に
非
常
に
関
心
の
高
い
リ
ー

ダ
ー
だ
。
福
島
の
事
故
に
つ
い
て
も
「
支

援
し
て
い
き
た
い
し
、
是
非
、
福
島
や
広

島
、
長
崎
を
訪
れ
た
い
。
」
と
語
っ
て
い

た
。
被
害
者
の
証
言
を
聞
い
て
、
「
大
変

感
銘
を
受
け
た
。
そ
の
悲
惨
な
体
験
は
、

ぜ
ひ
と
も
本
な
ど
に
し
て
残
し
、
世
界
中

の
人
々
に
対
し
て
情
報
発
信
を
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
義
務
で
も
あ
る
。
」
と

語
っ
た
。

被
爆
者
の
代
表
か
ら
カ
ス
ト
ロ
氏
に
対

し
て
、
核
の
無
い
世
界
に
向
け
て
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼

の
声
明
文
が
手
渡
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
持

参
し
た
ハ
ッ
ピ
な
ど
の
お
み
や
げ
も
渡
さ

れ
、
彼
が
そ
の
場
で
着
る
、
な
ど
の
交
流

も
あ
っ
た
。

私
も
休
憩
時
間
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
傍

ま
で
行
っ
て
、
近
く
か
ら
、
写
真
を
撮
ら

せ
て
も
ら
っ
た
。
と
て
も
印
象
深
い
フ
ォ

ー
ラ
ム
だ
っ
た
。

（
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
て
）

カ
ス
ト
ロ
氏
の
こ
と
等

聞いてよ

月
は｢

秋
の
仲
間
づ
く
り
月
間｣
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２
２
５
名
の
目
標
達
成
ま
で
あ
と

名
で
す

10

会場に入りきれなかった「クリスマスうたごえの会」 12月11日

昔の若者と娘でも、たくさん集まれば、ワクワクし、嬉しくなります

クリスマスモードいっぱいの
リーダー（左）会場に入りき
れない参加者（右）

・

月

日
に
開
か
れ
た
今
年
最
後
の
「
第
７
回
う
た
ご
え
の
会
」
は
、
デ

12

11

ー
リ
ー
東
北
の
《
情
報
ク
リ
ッ
プ
》
に
載
っ
た
た
め
か
、

人
も
の
人
が
詰

43

め
か
け
、
会
場
の
ジ
ョ
ー
は
び
っ
し
り
で
し
た
。
で
も
、
沢
山
の
人
が
来
れ

ば
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
！

昔
の
若
者
や
娘
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、

懐
か
し
い
青
春
時
代
の
歌
を
歌
う
と
、
顔
の
し
わ
も
白
髪
も
老
い
の
辛
さ
も

み
ん
な
忘
れ
て
心
は
す
ぐ
に

歳
代
に
戻
り
、
ワ
ク
ワ
ク
ア
し
ま
す
。
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一
山
鈴
夫
さ
ん
の
リ
ー
ド
の
も
と
に
う
た
う
！
歌
う
！

唄
う
！
鈴
夫
さ
ん

の
解
説
や
ト
ー
ク
は
「
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て
き
た
の
か
な
ァ
」
と
感
心
し

ま
す
。
ワ
ン
コ
イ
ン
で
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
た
く
さ
ん
の
人
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
て
歌
う
歌
。
マ
ス
タ
ー
の
ギ
タ
ー
、
十
日
市
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
、
そ
の
合
間
に
素
敵
な
オ
カ
リ
ナ
が
入
っ
て
な
ん
て
贅
沢
な
〈
う
た

ご
え
〉
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
ま
す
ま
す
の
老
い
の
日
々
も
仲
間
の
歌
声
と
一
緒
な
ら

元
気
に
生
き
て
行
け
る
！
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
新
年
」

１
月

日
の
第
８
回
の
会
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
【
高
橋
五
智
子
さ
ん
】
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・
初
回
か
ら
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
皆
様
の
素
敵
な
声
、
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。
童
謡
、
唱
歌
、
昔
の
歌
な
ど
大
好
き
で
す
か
ら
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
時
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

【
Ｎ
さ
ん
】

・
い
つ
も
楽
し
い
こ
の
会
に
出
会
っ
て
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ボ

第
１
回
「
新
組
合
員
の
集

い
」
が

月

日
、
長
者
公

12

14

民
館
で
開
か
れ
た
。
新
し
く

今
年
仲
間
に
加
わ
っ
た

人
25

の
う
ち
８
名
が
参
加
し
、
先

輩
組
合
員

名
が
歓
迎
し
た
。
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懇
親
の
前
に
、
年
金
の
学

習
を
行
っ
た
が
、
想
定
外
の

盛
況
の
あ
ま
り
、
時
間
が
オ

ー
バ
ー
し
、
司
会
者
が
発
言

を
打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
だ
っ
た
。

「
年
金
」
の
学
習
意
欲
も
旺
盛

第
１
回
「
新
組
合
員
の
集
い
」
に

名

29

月

日
、
カ
ラ
オ
ケ
会

11

25

場
の
多
喜
の
閉
店
を
聞
い

た
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー

が
駆
け
つ
け
盛
り
上
が
る

ヶ
マ
ス
音
頭
、
花
は
咲
く
、
故
郷
等
な

ど
、
心
に
残
る
歌
で
み
ん
な
で
楽
し
く

し
ま
し
ょ
う
。

【
Ｋ
さ
ん
】

２月5日（火）12時～ 新春の集い
「新春の集い」にたくさんおいでください。新年の抱負を語っ

たり、余興を出し合ったり、楽しく過ごしましょう。

■ と き ２月５日（火）

１１時半（受付開始） 12時（開始）～ 15時終了

■ ところ 長者公民館３Ｆホール

■ 会 費 1,000円 （弁当、飲みもの代）

■ 申込み 役員 又は 高橋委員長（４３－8249）まで

ありがとう多喜 カラオケ ラストショー

作品展示のコーナーを準備します。

サークルや個人の作品を発表するための展示コ―ナーを設

けます。

希望者は、当日 10 時半に会場にご持参ください。展示と回

収はご自分でお願いします。運搬等ご相談がある方は役員に

連絡してください。

新
し
い
仲
間
が
、
初
々
し
く
期

待
と
希
望
を
込
め
て
、
自
己
紹

介
し
た
。


